
財団法人とよなか男女共同参画推進財団 
２０１０年度（平成22年度）事業報告 

Ⅰ．事業実施状況 
 

社会のあらゆる分野への男女の均等な参画の推進と、男女の人権の確立をはかることにより、

男女共同参画社会の実現に寄与するため、以下の諸事業を実施した。 

 

１．男女共同参画の推進に関する情報の収集･加工及び発信事業       

 情報事業費 （指定）1,030,574円、（自主）468,664円 

 図書整備等受託事業費 （指定） 2,093,850円 

男女共同参画社会の実現をめざした情報を幅広く収集･整理･加工しながら、多様なニーズに対応

した情報発信と提供を行った。 
 

（１）情報の収集･提供 
男女共同参画社会の実現に関する図書･雑誌･ビデオ・DVD・ミニコミ誌・行政資料などを広く収

集し、閲覧･貸出しなどのサービスを行うとともに、さまざまなニーズの情報相談にも応じた。 

 

 1）文献・図書などの収集・閲覧・貸出(情報ライブラリーの運営) 

男女共同参画を推進する収集基準に基づき、図書、雑誌、行政資料、ミニコミ誌、グループ団

体の資料、新聞、ポスター、ビデオ、DVDなどのさまざまな資料を総合的に収集、整理、分類し、

市民が利用しやすいように提供した。 

 

1.図書･資料の提供状況 

【開室時間】10:00～20:00（日曜日は17:00まで） 

①館内閲覧･視聴 

44席の閲覧机やソファー、ビデオ視聴ブース2台（一人用1台、二人用1台）、DVDブース2台 

（一人用2台）、CDカセットデッキ(音声資料聴取用)1台を設けている。 

②貸出し 

一人10点まで2週間（うち、ビデオ・DVDは1点1週間）の館外貸出し。市内在住･在勤者はも 

ちろん、近隣市の市民も利用できる。 

③特別貸出し 

研修･学習会に使用する場合、図書は4週間、ビデオ・DVDは2週間、特別貸出しをする。 

④一時貸出し 

資料の複写はロビーの有料コピー機を使用してもらうため、館内一時貸出しを行う。 

当日中の貸出しなので、館内でのグループ学習会などにも利用可能。 

⑤リクエスト 

収集範囲に限り、購入リクエストを受ける。収集外のものは図書館などの所蔵先を案内する。 

⑥予約受付 

貸出を希望する資料が貸出中の場合は予約を受け、貸出可能になった時点で取置き、予約者に

連絡する。 

 

 



 

2.図書･資料の収集状況                           (2011年3月31日現在) 
種 類 計 分 類 冊・本数 前年度 増減 

総記 423 406 +17 

哲学 649 626 +23 

歴史･地理 1,000 983 +17 

社会科学 4,626 4,347 +279 

労働 840 850 -10 

女性学･男性学 3,643 3,604 +39 

自然科学 1,167 1,111 +56 

工学 716 686 +30 

産業 215 207 +8 

芸術 975 946 +29 

語学 131 128 +3 

文学 3,013 2,900 +113 

児童書 1,973 1,918 +55 

図書 19,731冊 

小計 19,371 18,712 +659 

専門誌 184 184 0 

一般誌 5 5 0 

雑誌 189誌 

小計 189 189 0 

ミニコミ 127誌 専門ミニコミ 127 127 0 

新聞 2紙 専門紙 2 2 0 

教材 175 162 +13 

ドキュメンタリー 97 88 +9 

アニメ 8 5 +3 

アート 9 9 0 

ＴＶ 21 21 0 

映画 322 309 +13 

その他 18 18 0 

ビデオ・DVD 650本 

小計 650 612 +38 

国内 148 130 +18 

海外 59 59 0 

ポスター 207種 

小計 207 189 +18 

合 計 20,546点  20,546 19,831  +715 

貸出可能な資料
（ﾐﾆｺﾐ・新聞 
･ﾎﾟｽﾀｰ除く） 

20,210点  20,210 19,513 +697 

 

 

3.利用状況        (2010年4月1日～2011年3月31日) 
前年度 増減 

開室日 279 日 275 日 +4

来室者数 69,727 人 60,588 人 +9,139

ライブラリーカード発行数 588 人 583 人 +5

貸出総数 26,764 件 21,129 件 +5,635

資料の回転率 
（貸出総数÷貸出可能な資料数） 

1.32  回 1.08 回 +0.24

リクエスト件数 27 件 12 件 +15

予約件数 780 件 810 件 -30

情報相談件数 268 件 226 件 +42



 

<利用の案内等> 

前年度 増減 

すてっぷ及びライブラリーのインフォメーション 2,648 件 2,583 件 +65

検索指導 292 件 197 件 +95

資料の所蔵･所在調査 247 件 318 件 -71

特定のテーマの資料提供 189 件 170 件 +19

グループ･施設情報提供 32 件 16 件 +16

その他 61 件 41 件 +20

     計 3,469 件 3,325 件 +144

 

２）情報相談 

  必要な情報･資料を様々な情報源から探し、情報提供や資料探しのサポートを常時実施した。 
また、テーマを設定した情報相談、キャリア情報相談、夏休み学習相談を行った。 

 
情報相談件数  268 件 

 

1.情報相談サポートデー 

回    実 施 日 テ ー マ 申込(内男性) 

1 2010年5月28日(火) 更年期 5 (0) 人

2 2010年7月26日(月) 夏の冷え 4 (1) 人

3 2010年9月27日(月) 老後の住まい方 10 (1) 人

4 2010年11月15日(月) 介護にそなえる 5 (0) 人

5 2011年1月18日(火) 冷え 4 (1) 人

6 2011年3月15日(火) 病とともに生きる～乳がん編 2 (0) 人

計 30 (3) 人

  

  2.キャリア情報相談 

回    実 施 日 テ ー マ 申込(内男性) 

1 2010年4月23日(金) 子育て中の仕事探し 9 (0) 人

2 2010年6月14日(金) 履歴書の書き方 6 (0) 人

3 2010年8月23日(月) 資格をとりたい 4 (0) 人

4 2010年10月22日(金) 主婦の再就職 5 (0) 人

5 2010年12月24日(金) 子育て中の仕事探し 2 (0) 人

6 2011年2月15日(火) 海外で働く 9 (1) 人

計 35 (1) 人

  

3.夏休み学習相談 

  夏休みの間、宿題・学習に関する資料探しや調べもののサポートを行った。 

実 施 日 テ ー マ 参加(内男性) 

2010年 7月20日(火)～8月31（火） 夏休み学習相談 12 (3) 人

 

３）ホームページからの図書・資料検索システムの提供 

   常時すてっぷのホームページから所蔵資料の検索ができる。予約や貸出中の問合せは電話で対応した。 



４）保育つきライブラリー 

  おおむね第2月曜日と第4金曜日の、午前10時～12時の間、子ども10人を保育し、保護者にはライ

ブラリー内で本やビデオに親しんでもらい、また就労サポートや情報相談の利用も促し子育て期の

人がゆとりや自己啓発の時間を持てる場の提供を行った。 

実 施 日 申込者(内男性) (人) 参加者(内男性) (人) 

子ども 269 (131) 子ども  149 (80) 
2010/4/6,23,5/11,28,6/1,25, 

7/6,23,8/3,27,9/7,24,10/4, 

4/22,11/8,26,12/6,24 

2011/1/17,28,2/7,25,3/7,25 
大人 252 (0) 大人 139 (0) 

 
（２）情報の加工･発信 

１）ホームページによる情報発信 

すてっぷの目的や活動内容をインターネットで発信し、必要な情報に簡便にアクセスできるよ

うホームページを設けている。2010年7月にアドレスを移転したが、月平均21,000件の順調なア

クセス件数を維持している。指定管理者として財団の事業計画などの迅速な情報公開に努めると

ともに、講座の参加者募集、情報誌やリーフレットなどの各種出版物もＰＤＦ形式で掲載するな

ど、利用者にとって役立つ内容の更新を心がけた。また、館長コラムの創刊、講座レポートの新

設、バナー広告掲載などの新たな取り組みもスタートさせ、より充実したページをめざした。 

 

ホームページURL（http://www.toyonaka-step.jp/） 

ページ 主な掲載内容 

トップページ 
館長コラム、講座開催時の写真、すてっぷカレンダー、 
バナー広告、豊中公共施設案内システムへのリンク 

What’s New 更新情報を時系列表示（お知らせ・講座情報） 

すてっぷとは 設置目的、事業理念、財団概要、事業概要 

情報ライブラリー 
利用案内、蔵書検索、出版物の案内、貸出物の案内、 
イベントの案内、資料の種類、上映権付き視聴覚資料リスト、 
藤枝澪子ライブラリー 

相談室 
相談メニュー､時間帯・受付方法などの案内、相談イベントの案内、 
相談室Ｍａｉｌ、すてっぷ基金 

講座･イベント 
すてっぷ主催事業、共催・協賛等の案内、講座レポート、    
セミナーガイド、すてっぷ会員募集 

施設利用 

施設概要、開館等の案内、アクセス、フロア図面、 
有料スペース料金表、フリースペースの案内、 
豊中公共施設案内システムへのリンク、 
登録団体制度と団体紹介、貸室申込方法と抽選会 

リンク集 国や大阪府の関連機関､豊中市関連、法令集 

 

２）ライブラリーニュース「Stepping Out すてっぴんぐ・あうと」の発行 

情報ライブラリー所蔵の本や視聴覚資料のＰＲを兼ね、課題解決の糸口となるよう情報と利用者

をつなぐために発行した。身近なテーマや講座イベントとも連動させるなど工夫しながら、関心

を持ってもらえるようテーマを選定し、特集として取り上げた。 

    

＜Ａ4版4ページ1色刷り 各2,000部＞ 

19号 2010年 8月31日発行 特集ﾃｰﾏ：食べること、生きること 

20号 2011年 2月28日発行 特集ﾃｰﾏ：つながりの中で生きる 

 



３）男女共同参画リーフレットの発行 

多様な分野の男女共同参画に関する課題につき、テーマごとにポイントを絞ってわかりやすく

加工し、豊中市と協働でリーフレット形式として発行した。今号は、孤立しがちな子育て中の女

性を対象に、性別役割分業意識のうえにあるストレス過多や児童虐待を防止する目的で作成した。  
 

＜Ａ5版4ページ1色刷り 2,500部＞ 

Vol.4 2011年 4月1日発行※ ﾃｰﾏ：子育てって 思ったよりタイヘン！ 

※豊中市の機構改革に対応するため、発行日は翌年度初日付けとなった。 

 

４）展示 

資料のテーマ展示 

男女共同参画を身近な問題につなげて考える機会とするため、多様な切り口で図書･資料の展

示を行った。主催講座や各種強化週間、話題性等と連動させながら相乗効果を高めた。貸出率は、

利用者ニーズや関心のあるテーマを知る材料となり、事業展開に役立っている。 
 

回 
期 間 

2010/4/1 
～2011/3/31 

テ ー マ 
当初
展示 
冊数 

貸出率％
(分母

30冊)

1 4/1～4/13 
ようこそ！豊中 はじめまして！すてっぷ 
新生活を始めるあなたに贈る 男女共同参画との出会い 

57

2 4/15～4/27 「旅」で人生を活性化 117

3 4/30～/5/11 みんなの憲法、平等と平和と 67

4 5/13～6/1 子どもの虐待SOS 147

5 6/3～6/22 家族の中のお父さん 90

6 6/24～7/13 『Love』～愛のカタチはさまざま～ 150

7 7/15～8/3 思春期のじぶん・こころ・からだ 110

8 8/5～8/24 戦争とわたし 113

9 8/26～9/14 ココロが疲れていませんか？ 193

10 9/16～10/5 ナチュラルエイジング 
～自分を自然に受け入れ、美しく年齢を重ねる～ 

343

11 10/7～10/24 つながって！生きよう・楽しもう 97

12 11/1～11/22 装いという表現 ～ジェンダーで解き明かす 93

13 11/25～12/14 かけがえのない私そしてあなた 
女性は平等、安全、自由、誠実、及び尊厳に関する権利を有す 

57

14 12/16～1/4 自己発見につながるプロセス ～悩むことは､わるくない～ 93

15 1/6～1/24 わたしのキャリア、社会に活かそう 127

16 1/27～2/15 ひとり親のあなたへ ～離婚・非婚を子どもとともに～ 77

17 2/17～3/8 仕事・職場の困った、どうする？ 73

18 3/10～3/31 人生のゴールは自分で決める ～住処・医療・葬送ほか～ 

30 

250

計 540 125

 

５）パネル・ポスター活用などの展示事業 

情報ライブラリー内に、新たにピクチャーレールを取り付けるなど、所蔵するパネル・ポス

ターを有効に活用することができる環境を整備し、他の資料展示と連動させた見せ方や主催講座

との連携による啓発展示にも力を注いだ。 

また、地域への発信や他機関との連携強化の目的で、所蔵ポスターのテーマ別パッケージ化を

順次進めているが、2010年度は新たに海外のＤＶ防止ポスターに日本語訳を付して加工した。市

内公民館でのＤＶ防止啓発事業に所蔵視聴覚資料とともに貸出すことができ、隣接図書館の所蔵



資料展示とも連携させ、これにより地域への効果的な情報発信と関連機関とのネットワーク形成

を進めることができた。 
 

＜主な主催展示＞ 

回 期  間 展示事業名または展示テーマ 場 所 

 
１ 
 

共催事業ＤＶ防止セミナーでのパネル展示 
2010年4月17日 

「わたしたちの身近な問題ＤＶ」 
講座会場 
(ｾﾐﾅｰ室) 

2 2010年5月27日～6月28日 
男女共同参画週間ポスター展 
「ポスターで振り返る男女共同参画のあゆみ」 

情報ライブ
ラリー 

3 2010年8月1日～8月15日 絵本原画展「ママとパパとぼくとわたし」 
多目的コー
ナー 

4 2010年10月8日～10月24日 
つながりフェスタ参加事業 
 パネル展「データで見る わたしが住む 

まち・豊中」 

情報ライブ
ラリー 

5 2010年11月12日～11月29日 

女性に対する暴力をなくす週間  
海外ＤＶ防止ポスター展 情報ライブ

ラリー With ミニパネル展示 
「わたしたちの身近な問題ＤＶ」 

パネル展示 
「わたしたちの身近な問題ＤＶ」 

6 2011年2月24日～3月31日 

 

情報ライブ
ラリー 

 
＜貸出事業＞ 

貸   出   先 貸 出 物 展 示 期 間 

1 
名古屋市男女平等参画推進 

センター 

ＩＬＯポスター 2010年5月11日～5月26日 

2 泉南市人権推進課 乳がんポスター 2010年5月30日 

3 
豊中市立庄内公民館 海外ＤＶ防止ポスター、

ＤＶ啓発パネル 

2011年2月7日～2月16日 

4 尼崎市女性センター ＩＬＯポスター 2011年3月7日～（4月2日）

 

６）人材データベース 

情報相談や市の人材登用に、データベースに登録している人材情報を使い提供した。 

 

（３）情報ネットワークの形成 

近隣の男女共同参画関連施設および市内関係各所に情報ライブラリーニュース『すてっぴんぐ･

あうと』などを送付し、資料の相互交換をおこなった。また、全国の自治体で発行された行動計画、

調査報告書、啓発冊子、情報誌などを積極的に取り寄せ、閲覧に供した。研修で利用できる男女共

同参画の上映権付き視聴覚資料リストを作成し庁内での研修などの機会に配布した。 

また、子ども読書計画実務担当者会議にかかわり男女共同参画の視点と専門図書室の役割を会議

の中で提供し、子どもと本をつなぐ地域交流会では施設見学を受入れ周知広報した。 

 

１）関連施設・機関との情報交換、関係機関とのネットワーク、共催事業 
 

     会  議  名 内   容 

とよなか子ども読書計画実務担当者会議 平成21年度(2009年度)子ども読書計画実施報告書の作成

子どもと本をつなぐ地域交流会パート2 施設見学 

2011年1月21日（金）10;00～12:00 



男女共同参画推進本部連絡会議 

（ｺﾝｾﾌﾟﾄ等研究チーム実務者研究会議）

2010年度：開催なし 

 

 

（４）情報活用 

 様々な情報資源を有効に活用し、的確でスピーディな対応に努めた。また、情報にアクセスし

にくい人に男女共同参画を知ってもらうための聴覚資料の充実と提供も継続して行った。 
 就労支援情報コーナーでは、女性の就労を積極的に支援・サポートするためハローワークのイ

ンターネット求人検索を利用する機会の提供及び就労サポートを月 2 回実施するほか、12 月から

は地域就労支援センターとの連携により週 1 回職業相談を実施した。また、就労支援情報を作成

し情報提供した。 
 

１）蔵書･資料検索 
  常時、館内端末を利用しての資料検索サービスを行った。 

  

２）音訳事業 

すてっぷの発行物の中から『すてっぷジャーナル』6号と7号を音訳し、カセットテープに加工し 

て提供した。 

  

３）就労支援情報コーナー 

  ①ハローワークのインターネット求人サービスの提供 

実施期間 利用者総数 (人) 女性(人) 男性(人) 市内在住(人) 市外在住(人) 

2010/4/1～2011/3/31   885  559 326 821 64 

 
 

 ②就労サポート 

  就労準備編（自主事業） 

実 施 日 申込者(内男性) 人 参加者(内男性) 人 保育利用者 人

2010/4/6,20.5/11,18 

6/1,15,7/6,20,8/3,17 

9/7,13,10/4,18,11/8,22, 12/6,13 

2011/1/17,24,2/7,14,3/7,14 

(計 24 日 96 ｺﾏ) 

115(16) 88(16) 4 

 
 

  就職活動編 

実 施 日 申込者(内男性) 人 参加者(内男性) 人 保育利用者 人

2010/12/3,10,17,24 

2011/1/7,14,21,28, 2/4,18,25 

3/4,11,18,25 計 15 日(45 ｺﾏ) 
 

41(1) 36(2) 1 

 
 

③就労支援情報 

 就労支援情報コーナーの利用者へリーフレット形式で情報提供 

№３ 入っていますか？雇用保険 

 



（５）成果と課題 

豊中市の男女共同参画の専門図書室として資料の収集、市民・利用者・施策担当・財団内に情報

の提供を行なうとともに、男女共同参画社会の実現に向けて、さまざまな情報の提供・加工・発信

を行った。 

指定管理者として、サービス水準の指標である資料の回転率は2010年度の課題であったが、主

催事業へのパッケージ貸出の実施や館内の展示にさまざまな工夫を取り入れ、資料が容易に市民の

手にふれる機会づくりに取り組んだ結果、専門図書室において貸出率130％（回転率1.3回）を達成

したことは大きな成果であった。 
情報ライブラリーでは就労支援情報コーナーにおける情報収集の場の提供、キャリア情報相談で

の情報提供と専門性を活かした就労支援のほか、2010年度から就労支援情報コーナーにて就労サ

ポートを実施し、キャリアコンサルタントが個別面談でそれぞれのライフスタイルやライフサイク

ルを併せた総合的な視点から働き方を見出すキャリアプラン作成支援を行った。これまで培った経

験や環境を整理しながら求人情報から雇用状況をとらえるなかで、利用者は選択肢の幅を増やした

り方向性をつかむきっかけとしている。追跡調査の結果9人が再就職をしたほか、求職活動や講座

参加などこの事業が何らかのアクションにつながっている例がみられた。また、12月からは豊中市

地域就労支援センターと連携し就労サポート就職活動編の実施を実現させ、これにより職業相談事

業へとつながる支援体制を取ることが可能となった。情報の拠点として女性の就労における課題解

決の糸口となるような個々のニーズにそった取組みに努め、レファレンスの強化とすてっぷ相談室

や支援機関へのコーディネートの役割を担える活動ができた。 
情報発信においては、社会情勢や時事的なテーマにも敏感・迅速に対応し、多様で丁寧な提供を

心がけた。メディアで連日のように取り上げられる児童虐待については、固定的な性別役割分業意

識の下にある母親に焦点を当てた啓発リーフレットを発行し、ストレスを抱え孤立しがちな状況を

広く周知させるとともに市内のサポート窓口を掲載した。東日本大震災に際しては、ホームページ

上で創刊した館長コラムにて、阪神・淡路大震災時の状況等を2号にわたって掲載し、被災地の

方々にとって少しでも役立つよう情報提供すると同時に、ライブラリー内でも災害と女性に関する

資料のコーナー展示を行うなど工夫した。混乱した非常時には隠れているハンディがあらわになり

災害弱者となりがちな女性たちに対し、日常から減災や防災に向き合う機会づくりを提供できた。

さらに、インターネットを経由した加工・発信においては、講座レポートのホームページ掲載、一

部講座でのメール申込み受付をスタートさせるなど工夫したことで、利用や問い合わせにもつなが

った。また、上映権付き映像資料リストの公開により、市外からの問い合わせや貸出にも対応する

など、利用者の利便性を追求した役立つページづくりに取り組み、少しずつでも着実な市民サービ

スの向上を実現することができた。 
 市民との協働においては、つながりフェスタ2010におけるビデオ上映会の企画に参加し、所蔵

の上映権付き視聴覚資料６本を実行委員会に貸出した。また、同フェスタでは、リサイクル本の提

供やパネル展示、「つながる」をテーマとした資料展示とも連動させたことによる相乗効果で、多

くの市民の来館・来室と貸出増につながり、協働事業に取り組む際の情報部門の強みを活かすこと

ができた。 
  2011年度は、指定管理受託二期目の初年度として、これまでの実績を基に情報事業をさらに充

実させていく。男女共同参画に関する情報拠点である専門図書室としての課題は、若者や男性など

新たな利用者層への働きかけと、さらなる社会的関心を喚起していくための具体的・効果的な発信

だと考える。また、市民との協働による地域啓発の推進という新たな形を探るなかで、地域リー

ダーの育成を視野に入れた事業も実現させていくべき重要課題であると考える。 
今後も、連携できる関連機関とのネットワーク強化を図りながら、市民サービスの向上ときめ細

かな情報センターとしての役割を果たせるよう努めていく所存である。 



 

２．性別に起因する人権の侵害及び悩みに関する相談事業          

 相談事業費（指定）7,119,520 円、（自主）266,150円  

 

 

女性のための相談室として、総合的なサポート体制を構築･提供するとともに、女性自身が悩み

の社会背景を認識し、自己を肯定して、自ら問題解決ができるようになっていくための支援を行っ

た。 

 

（１）常設相談 

総合相談と専門相談という相談内での連携も有効に活用し支援を実施した。最近の社会状況の

中で、配偶者からの暴力の相談では高齢者の夫婦間での問題も目立ち、機関連携の中での具体的

な支援の必要なケースが目立った。 
 

１） 実施内容及び相談件数 

(2010年4月1日～2011年3月31日) 

相談種別 件数 内  訳 

電話相談 (電話) 871  女性の生き方 
総合相談 

1347
面接カウンセリング (面接) 476 

女性のための法律相談 (面接) 148 

(電話) 7 
働く女性の労働相談 34

(面接) 27 

(電話) 15 

常
設
相
談 

専門相談 203

女性のからだと性の相談 21
(面接) 6 

電話 (電話) 279 

面接 (面接) 33 

当方よりの連絡(他機関等へ) (電話) 25 

事
務
局 

相談 
及び 

ｹｰｽｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 
346

その他     9 

計 1896  

 
２）ＤＶ相談 

実質的なＤＶ相談の専門機関として今年度は常設相談と事務局の相談をあわせ 437 件で全

相談件数の 23.0％になった。 

他機関との連携が不可欠なケースが増加し、相談者への実質的な支援のためのケース会議や、

また専門機関がケースを進めていく上でのアドバイスを求められる相談がより増加した。 

 
（２）相談事業 

対象者やテーマを設定し、個人相談だけでなく、より相談を身近に利用できるように、違う

手法で相談を実施した。 

 

 

１）日曜カウンセリング 

平日は相談に来られない女性の相談の場を設定した。 

 

回 実施日 受付件数 相談件数

1 2010年 4月25日 0 0

2 2010年 5月23日 0 0

 



3 2010年 6月27日 1 1

4 2010年 8月1日 4 4

5 2010年 9月26日 2 2

6 2010年10月17日 3 3

7 2010年11月28日 0 0

8 2011年 1月23日 0 0

9 2011年 2月27日 1 1

10 2011年 3月27日 0 0

合 計 11 11

 

 

 

２）テーマ別相談 

常設相談枠を利用し、電話･面接により相談に応じた。 

テーマを設定することで、常設相談の「女性の生き方総合相談」や専門相談の「労働・法律・

からだと性」といった相談に、具体的な「こういったことが相談できる場所」ということを示す

ことになり相談を利用しやすくした。 

 

①｢からだと性｣個別相談 

 

実施日 テ ー マ 

2010 年 4 月 3 日（土） 子宮筋腫の不安 

2010 年 5 月 15 日（土） 生理不順 

2010 年 6 月 19 日（土） 肩こりがひどい 

2010 年 7 月 3 日（土） 骨粗しょう症の不安 

2010 年 8 月 21 日（土） 夏場の冷え性 

2010 年 9 月 18 日（土） 疲れがたまりやすい 

2010 年 10 月 2 日（土） 乳がんの不安 

2010 年 11 月 20 日（土） 子宮がん・子宮頸がん 

2010 年 12 月 18 日（土） 不眠に悩む 

2011 年 1 月 15 日（土） 手術後の悩み 

2011 年 2 月 5 日（土） 不妊治療について 

2011 年 3 月 19 日（土） 更年期 

 

②女性の生き方特別相談 

 

実施日 テーマ 

2010年4月 引越し先になじめない 

2010年5月 子どもの不登校 

2010年6月 母親同士の付き合い 

2010年7月 夫の浮気 

2010年8月 夫の実家・自分の実家 

2010年9月 夫の定年後 

2010年10月 友達ができない 



2010年11月 離婚を迷っている 

 2010年12月 孤独を感じる 

2011年1月 母とうまくいかない 

2011年2月 老後の不安 

2011年3月 自立しない息子・娘 

 

③労働特別相談 

 

2010年4月17日（土） 派遣で働くときの知識 

2010年5月15日（土） 雇用保険について 

2010年6月19日（土） 育児休暇・介護休暇について 

2010年7月17日（土） 労働時間のトラブル 

2010年8月21日（土） 有給休暇がとりにくい 

2010年9月28日（火） 労災認定の基準 

2010年10月16日（土） 解雇問題 

2010年11月20日（土） 年金の疑問 

2010年12月18日（土） 扶養控除について 

2011年1月15日（土） 退職を勧められたら 

2011年2月19日（土） 賃金不払い 

2011年3月19日（土） 労働に関する税金 

 

④法律相談 

    

2010年4月23日（金） 離婚と親権 

2010年5月28日（金） 別居中の生活費の請求 

2010年6月25日（金） 離婚と財産分与 

2010年7月23日（金） 慰謝料請求 

2010年8月27日（金） 再婚と子どもの戸籍 

2010年9月24日（金） 養育費はいくらもらえるか 

2010年10月22日（金） 夫の不貞 

2010年11月26日（金） 夫からの暴力 

2010年12月24日（金） 夫の借金は払わないといけない？ 

2011年1月24日（金） 離婚と家のローン 

2011年2月25日（金） 子どもの認知 

2011年3月25日（金） 離婚調停に関すること 

 

３）グループ相談会・特別相談会 

常設相談から見えてくるものをテーマにグループ相談会や特別相談会として実施した。参加者が、

悩みや気になることを相談員とともに語り合いながら、個別の常設相談の手法ではなくグループ相談

形式での実施は、自分の気持ちへの気づきや情報の共有が、参加者をより身近な形でエンパワメント

する機会となった。 

2010年度はエイジングをテーマに３回シリーズのグループ相談会を事業の『心とからだ健康関連』

との共同で行い、労働に関する特別相談会、デートＤＶのホットラインを実施した。 



 

   

回 実施日 テーマ 定

員

申

込

者 

参加者 

(相談件数)

保

育 

 1 2010年8月2.3.5.6.7日 夏休みデートＤＶホットライン   9  

 2 2010年9月18日 ナチュラルエイジングpart1「３年後

のあなた」 

20 28 22 2 

 3 2010年11月27日 ナチュラルエイジングpart2「オンナ

の峠（コウネンキ）をどう超える」 

10 9 7 3 

 4 2010年12月14日 労働特別電話相談「年金・税金」   2  

 5   2010年12月 

20.21.24.25日 

冬休みデートＤＶホットライン   2  

6 2011年1月25日 労働特別電話相談「会社に聞けない

雇用の不安」 

  1  

7 2011年2月19日 ナチュラルエイジングpart3「ナチュ

ラルエイジングの極意」 

10 13 10 2 

8 2011年3月 

14.15.17.18.19日 

春休みデートＤＶホットライン   1  

 

 

４）10代のための相談 

相談室M@ilの発行 

2004年から発行してきた相談室メールは、主に女子中高生を対象に、毎号10代の女性にとって関心

の高いテーマを選び、Ａ３の壁新聞形式で発行している。女性が自尊感情を持って生きていくことが

大切であることを基本ベースに発信し、悩みを相談する場所があることや、相談室を気軽に利用でき

ることを周知広報することを目的としている。 

今年度は２回発行し、1号では若い人たちの性の問題を取り上げた。交際相手との望まない妊娠を

避けるために、性の知識を持つことや，ＮＯといえる自尊感情の大切なことを訴えた。また２号では

ロビーに集う若い人達へのすてっぷへの関心を喚起するようなアンケートで大人への提言を集め、参

加型の相談室メールを作成し発行した。 

また今年度は送付先へのアンケートを実施し、相談室メールの発行の意義を改めて自覚するよい機

会となった。これからもより内容の充実を図り、近隣の学校とつながり、メッセージを発していきた

い。 

 

  発行日 号 テーマ 

１ 2010年8月 Vol.20 コンドム博士のつぶやき 

２ 2011年3月 Vol.21 ワタシたちは大人にこれが言いたい！！ 

 

 

 

 

 



（３）相談事務局体制の充実 

１）相談体制の充実 

 相談者へより充実した質の高い支援を実施するために、生き方総合相談の相談員の研修の場として

外部講師によるスーパービジョンを実施した。またケース･コーディネートを円滑に行うための緊密

な関係づくりとして、事務局と相談員、相談員間での情報共有や、サポートを行う上で有効な情報の

提供などを目的に年２回の相談員連絡会議を実施した。 

 

①スーパービジョン 

会 議 名 相談員研修会議 

実施日 2011年1月25日(火)  

内 容 検討会議 

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ 川喜田好恵 1 

出席者 
相談員 6 人（女性の生き方総合相談員 8 人に出席要請）、相談室事

務局 3人 

 

  ②女性の生き方総合相談員連絡会議 

    参加者：生き方総合相談担当の相談員8名へ出席要請 

会 議 名 相談員研修会議 

実施日 2011年3月19日(火)  

内 容 相談事業 

1 

出席者 
相談員 5 人（女性の生き方総合相談員 8 人に出席要請）、相談室事

務局 3人 

 

 

２）ネットワーク 

  ①ケース・カンファレンス 

    女性の生き方総合相談、専門相談ともに、相談事務局が把握しておくべき情報について必要

に応じ、担当のカウンセラーや相談員と随時検討した。 

  ②ＤＶ被害者支援における他機関及び地域との連携 

    ＤＶ被害者が安心して安全な生活をするための支援として、相談者の気持ちを確認し、関係

機関（配偶者暴力相談支援センター、警察、民間シェルター、病院、）への連絡や、弁護士相

談への同席などを含め、相談者が具体的に動けるように総合的な支援を実施した。被害者の心

理的サポートとともに、ＤＶに関する支援情報の提供を行った。 

    この連携はＤＶの絡んだ児童虐待や高齢者虐待のケースにも活かされ、関係部局から対応に

ついての総合的なアドバイスを求められるなど、市の関係機関の中でもケース・コーディネー

トの役割を担えるような活動ができた。 

 

（４）相談自主事業 

 関係機関相談担当職員研修事業 

 2010年度より、ＤＶや子どもの虐待などに関する相談・支援においてこれまで構築した関係機関

とのネットワークをより深め関係機関全体の相談の質的な向上をめざすために財団内だけでなく関

係機関の相談担当職員を含めた研修を実施した。 

 



回 日時 スーパーバイザー 出席人数 

１ 2010年6月25日（金） 16:30～18:30 7人 

２ 2010年7月30日（金） 18:30～20:30 10人 

３ 2010年9月17日（金） 15:00～17:00 12人 

４ 2010年10月28日（木） 18:00～20:00 12人 

５ 2010年11月26日（金） 16:00～18:00 9人 

６ 2010年12月16日（木） 17:00～19:00 12人 

７ 2011年1月21日（金） 18:00～20:00 11人 

８ 2011年2月24日（木） 18:00～20:00 10人 

９ 2011年3月24日（木） 18:00～20:00 

川
喜
田
好
恵 

12人 

＊参加職員の所属機関：豊中市（男女共同参画推進課・こども家庭支援課・生活福祉課・障害福祉

課・幼児教育課）財団法人とよなか国際交流協会・財団法人とよなか男女共同参画推進財団 

 

（５）成果と課題 

開設以来相談者を取り巻く状況はより複雑化、深刻化しており、電話相談や面接相談で心理的にサ

ポートするだけではなく、個別のケースのニーズに沿った具体的な情報提供や対応が求められるケー

スが増加している。 

このような相談の状況において、より具体的に自立支援に向けてのケース・コーディネートを実施

するうえで、2010年度より自主事業として実施した関係機関相談担当職員の研修は、機関同士の仕事

の内容の理解を一層深め、また、相談でのサポートのあり方についてお互いに学びあえる有意義なも

のとなった。参加者からはアドバイスを実質的に受けることができる研修として好評を得ることがで

きただけでなく、それぞれの機関の立場の限界や苦労を分かち合う結果にもなり、実質的なネットワ

ークの強化につながったと実感している。 

相談室としては、市民の個人的な相談を受ける相談室としての機能だけでなく、公的な機関の相談

窓口対応全体の質の向上とともに、公的な機関の相談がどういうものであるべきか、相談対応につい

ての1つの方向性を共有するパイロット的な役割を担える可能性を見出せたのではないかと実感して

いる。その意味では、男女共同参画推進のための「女性のための相談」の設置意義や重要性を関係機

関の側に認識してもらう機会となり、周知することにもつながったと思っている。 

また重要な施策とされているＤＶに関する取り組みでは、すてっぷ基金を活用した実質的な支援も

でき、またデートＤＶホットラインも持続的に実施することによって、わずかずつでも周知がされ相

談の実績につながり、その結果が次年度の事業計画に取り入れる推進材料となった。 

しかし相談全体の周知に関しては、開設10年を経てもまだ「こんなところに相談ができる場所があ

るなんて知らなかった」と言う相談者に少なからず出会い、周知の徹底に関しては、常に積極的に工

夫していかなければならないことを改めて考えさせられた。 

次年度の相談室の課題は、この周知広報のなお一層の徹底と2010年度に豊中市が策定し、2011年度

4月より実施となる「豊中市ＤＶ対策基本計画」でのすてっぷ相談室の役割を果たせるように連携の

中で相談業務の充実をはかることである。またすてっぷの相談の実態から見えることを市の施策に反

映していくという、これまでの男女共同参画推進に向けての目的施設の役割を今後もより明確にして

果たせるように精進していくことだと考えている。 

 

 



３.男女共同参画社会の実現をめざす市民活動の支援及び交流の場の提供事業 

 市民活動支援事業費 （指定）542,684 円 

すてっぷ10周年を迎え、市民団体、関連団体と共に「つながりフェスタ2010」を開催することで、

新しい関係を築いた。男女共同参画社会の実現をめざす活動の輪を広げ、深めるため、登録団体助

成金事業、協賛事業などによって支援、交流、ネットワークづくりを進めた。 

 

（１）実施状況 

１）市民活動支援 

市民活動を推進するための環境整備やグループ形成支援を年間通じて実施するとともに、活

動に役立つ知識やスキルを学ぶ講座を開催した。 

ミーティング･作業ｽﾍﾟｰｽの無料使用 
)① 市民活動作業スペース等の提供 
印刷･コピー機･ロッカー等の有料使用 

広報スペース(ちらし配置、ポスター掲示等)の提供 
② 市民活動情報の収集･提供 

活動に役立つ情報の提供 

③ 市民活動相談サービス 活動内容や組織運営へのアドバイス等 

自主グループ形成の働きかけ 

一定期間の会場･設備機器無料使用 

活動内容や組織運営へのアドバイス等 
④ 

グループ･団体形成支援 
(すてっぷ主催事業関連) 

自己研鑽費、事業運営費等の助成 

⑤ 協賛 事業実施に必要な部屋と附属設備を無料で提供 

⑥ 後援 後援名義使用承認(趣旨に賛同し信用提供) 

 

２）市民活動助成 

①グループ･団体活動支援助成交付金事業 

男女共同参画を推進するすてっぷ登録団体の取組みを支援するため、活動に必要な経費を助

成した。事業実施に必要な施設･設備の提供、広報協力、運営協力などを行った。 

事業名 すてっぷ登録団体助成金事業 

実施日等 募集期間：2010/4/1～4/30  

対象 すてっぷ登録団体 
結果 応募：3団体 採用：3団体 

主催団体 男女共同参画社会をつくる豊中連絡会 

男女不平等を変えていこう！学習会2010（協賛事業）  

第1回2010/7/3「女性と子どもからみる貧困」 神原文子 

第2回2010/10/10「女性に対するあらゆる暴力の根絶に向け
て」 

牟田和恵 内容/講師 

第3回2011/1/22「児童虐待をなくすために」 
   登録団体研修講座 

三浦高史 

主催団体 TIFA外国人女性支援プロジェクト 

内容/講師 2011/1/29  イスラーム世界の女性たち(協賛事業) 岡真理 

主催団体 ファーストステップ 

内容/講師 
2010/10/24 
｢更年期｣の女性の心と身体 

長岡淳子 



事業名 つながりフェスタ2010すてっぷ登録団体助成金事業 

実施日 2010/10/23～10/24  

対象 すてっぷ登録団体(8団体) 

事業名 協賛・後援事業公募 
募集期間 2010/4から随時 
対象 構成員が主に市内在住か在勤･在学の団体､もしくは豊中近郊を拠点に活動してい

る団体 
結果 応募：5団体 採用：5団体(協賛事業5)   

男女共同参画社会をつくる豊中連絡会、TIFA外国人女性支援プロジェクト、
ファーストステップ、きっちんすまいる、おはなし会とっとこ 

 

 ②すてっぷ登録団体活動の発表の場を提供 

  多目的コーナーの掲示スペースを登録団体活動の発表の場として提供した。半月ごとに各団体

が自分たちの活動を紹介した掲示物を展示した。年度当初や「つながりフェスタ2010」の期間は

全団体による一斉展示とし、来館した市民へ登録団体の活動を紹介し活動参加を呼びかけた。 

 

 

３）関連団体と連携した市民活動支援 

すてっぷ10周年を迎え、すてっぷ登録団体、とよなか国際交流協会、とよなか国際交流協会

活動団体とともに実行委員会を結成し｢つながりフェスタ2010｣を開催した。また豊中市の中間

支援組織が連携し「2011とよなかの市民活動ガイドブック」を作成するなど、市民団体、関連

団体との関係を深めることができた。多様な団体、個人との新しい関係をつくり、広い対象へ

向けて男女共同参画社会の実現を呼びかけ、市民がつながり交流することの大切さをアピール

した。 

事業名 つながりフェスタ２０１０ 

実施日 2010/10/23～2010/10/24 

参加団体 すてっぷ登録団体、とよなか国際交流協会、とよなか国際交流協会活動団体 

内容 すてっぷ10周年を機に「～ひろげよう 楽しもう みんなの輪、共に生きよう このま
ちで～」をテーマに、財団と市民による実行委員会を結成し｢つながりフェスタ２０
１０｣を開催。基調講演に辛淑玉を迎え、登録団体それぞれに講座、イベントを開催。
広報、部屋割り、備品、予算、ボランティア等の担当を決め、市民による企画運営。
市民団体の交流会も実施。協賛企業（エトレ豊中、阪急電鉄株式会社、池田泉州銀
行）、協力（豊中・池田ケーブルネット株式会社）。 

事業名 ｢２０１１とよなかの市民活動ガイドブック｣の作成 

実施日 2010/10～2011/3 

参加団体 とよなか市民環境会議アジェンダ２１、とよなか国際交流協会､豊中市社会福祉協議
会、とよなか市民活動ネットきずな、豊中市で活動するNPO、市民団体 

内容 とよなか市民活動ネットきずなを中心に、豊中市の中間支援組織が連携し「市民活
動ガイドブック」を作成。A4版137ページ。豊中市のNPO、市民団体を13の分野に区
分し約180団体の活動を紹介。市民に広く配布し、活動への参加を呼びかける。 

事業名 協賛事業「元気な子どもをつくる基本食 重ね煮クッキング」 

実施日 2010/6/12,7/10,9/11,10/9,2011/1/8,2/12,3/12 

参加者 女性81人 

内容 働くお母さんを応援する野菜たっぷりの重ね煮健康クッキングを学ぶ料理教室。 

主催団体 おうちごはん塾 きっちんすまいる 



事業名 協賛事業「とよなか子育て情報誌編集委員養成講座」 

実施日 2010/①7/2②7/9 

参加者 ①女性20人 ②女性15人 

内容 とよなか子育て情報誌を発行するにあたり必要な知識、技術を習得する。 

主催団体 ＳＭＩＬＥ編集部 

事業名 後援事業｢マネジメント講座｣ 

実施日 2010/①11/13②11/20③11/28 

参加者 ①10人 ②10人 ③11人 

内容 
市民公益活動を持続的に発展させていくために必要な知識・技術を学ぶ機会を団体
に提供し、組織力・団体力の強化につなげ、市民公益活動のすそ野を広げる。 

講師 植田滋雄(ＮＰＯ法人 近江八幡市中間支援センター) 

主催団体 豊中市政策企画部コミュニティ政策室 

事業名 協賛事業「豊中市ＰＴＡ連絡協議会母親委員会 研修会」 

実施日 2010/12/2 

参加者 44人 

内容 食育研修、情報交換によるＰＴＡ間の交流を深め、ＰＴＡの組織活性化を図る。 

講師 池上益世(豊中市健康支援室主任栄養士) 

主催団体 豊中市ＰＴＡ連絡協議会 

事業名 協賛事業｢韓国料理の集い｣ 

実施日 2010/12/25 

参加者 女性30人 

内容 
韓国の食材を使って韓国料理をつくる。韓国語の学習から発展し、韓国の食文化を
学び、韓国の女性の暮らしについて考える。 

講師 康南姫(すてっぷハングル講座講師) 

主催団体 「ハングル講座」自主グループの準備会 

 

 

４）市民活動を支援する関連団体のネットワーク形成･交流の推進 

豊中市の関連団体が集まり「ESDとよなか連絡会議」を定期開催した。多様な人と人との出

会い、つながり、学びあいの中から、すべての人が未来に向かって自己実現できる地域づくり

をめざすというESD(持続可能な開発のための教育)のテーマを共通認識として、異なる分野の

事業について情報交換するなかで、男女共同参画への取り組みを共有することができた。 
事業名 ＥＳＤとよなか連絡会議 

共催団体 とよなか市民環境会議アジェンダ２１、とよなか国際交流協会､人権まちづくり協
会､赤ちゃんからのESD、豊中市市民生活部千里文化センター、きんき環境館、豊中
市社会福祉協議会、とよなか市民活動ネットきずな 豊中市（環境政策室・人権企
画課･教育委員会地域教育振興課･人権教育企画課・子育て支援課） 

対象 ＥＳＤに関心のある人 

実施日 2010/4/22,7/8,11/12,2011/3/11 2時間 

参加者 共催団体 

内容 参加団体の活動紹介、施設案内。ESDとよなかのこれからの活動について、＋ESDプ
ロジェクトへの参加などを検討。 

 

 

 

 

 



（２）成果と課題 

すてっぷの｢市民活動の支援と交流の場の提供｣という役割に関しては、大きな一歩を踏み出せた一

年であった。 

＜すてっぷ登録団体制度について＞ 

男女共同参画社会を実現する力となり、その実現に寄与する登録団体を育て、支援していく。市民

自らが男女共同参画にかかわる主体として啓発活動にかかわることで意識も高まりネットワークも

広がる。登録団体制度は2年目を迎え、登録団体助成金事業には3団体から応募があった。講座のテー

マは｢女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けて｣｢イスラーム世界の女性たち｣をはじめ、各団体の活

動実績をいかした視点で男女共同参画に取り組んだものであった。男女共同参画社会をつくる豊中連

絡会の講座「児童虐待をなくすために」は、すてっぷ登録団体の研修事業として登録団体より20人の

参加があった。「児童虐待防止」という社会的課題を、登録団体が共に考える場となった。講座「イ

スラーム世界の女性たち」においては中東問題が注目されはじめた時期でもあり、そこを入り口とし

た新しい層の参加があった。2011年度も登録団体に助成金事業への参加を呼びかけ、多くの団体が活

動の集大成として男女共同参画社会をめざす事業を実施できるように支援していく。市民活動の発表

の場をつくることで活動の活性化を図り、市民の注目を高め、活動への参加を呼びかける。 

すてっぷの講座参加者が自主グループを立ち上げ登録団体となるケースが多いが、自主グループ全

てが登録団体へと発展しているわけではない。2010年度は講座より３つの自主グループが誕生し、そ

のうち1グループが登録団体となった。職員からの積極的な呼びかけを行い、自主グループから登録

団体への道をつくるとともに、市民にとって参加することがメリットとなる登録団体制度を検討して

いく必要がある。 

＜つながりフェスタ2010について＞ 

「つながりフェスタ2010」は、すてっぷの10年間のなかで意義のあった事業といえる。とよなか国

際交流協会、市民団体と共に実行委員会形式で企画、運営、実施し、それぞれの専門分野の講座、イ

ベントを開催することで、お互いのテーマへの理解を深めることができた。辛淑玉による基調講演は、

男女共同参画も国際交流も誰もが自分の問題として捉えるべきであることを示し、すてっぷととよな

か国際交流協会の活動を結びつける内容であった。催しの中には「トルコの今～女性と教育～」など、

それぞれのテーマを合わせたものもあり、とよなか国際交流協会、活動団体に対しても、男女共同参

画推進の必要性をアピールすることができた。フェスタ1日目には市民団体の交流会も開催され、市

民団体の出会い、交流の場となった。「つながる」をテーマに市民のつながりの輪を広げることの大

切さを、すてっぷから豊中市民へ向け発信した。2011年度はこの実績をいかし、とよなか国際交流協

会と連携事業の実施をめざすとともに、市民とのつながりを広げ、市民へ向けて男女共同参画の輪を

広げていく。 

＜2011とよなかの市民ガイドブックについて＞ 

「2011とよなかの市民ガイドブック」においては、豊中市の中間支援組織が力を合わせ編集作業を

進め、180余りの市民団体の活動を紹介することができた。豊中市における市民活動全般を紹介する

なか、「男女共同参画社会形成の促進を図る活動」として登録団体の活動を紹介することができた。



2011年度は、市民運動に参加したい人の要望に沿った団体を紹介できるようにこの冊子を有効に活用

していく。また市民に広く閲覧してもらうことで市民活動への参加意欲を高め、男女共同参画に関す

る市民活動への参加を呼びかける。 

＜関連団体、市民団体との連携について＞ 

「ESDとよなか｣においては、参加団体が互いの事業、課題などを理解しあい、連携することの大切

さを共通の認識とした。互いの専門分野をいかし連携事業を増やすことで、男女共同参画というテー

マの幅を広げ、よりよい豊中のまちづくりをめざし豊中全体の発展を考えていく。 

協賛・後援事業おうちごはん塾、PTA連絡会議、SMILE編集部をはじめとした協賛・後援事業実施団

体へは、2011年度も講座開催、講座参加への呼びかけなどを行うことで、関係づくりを継続していく。 

すてっぷに集う市民の「つながる力」こそ、男女共同参画を推進する大きな力となる。市民の主体

性を尊重しながら男女共同参画の推進を担う活動支援を行うことで信頼関係を深め、関連団体との連

携によって支援する側の力も高めていく。 

 

４．男女共同参画の推進のための講座等の開催及び啓発事業         

 学習･啓発事業費 （指定）2,631,689 円  

男女共同参画をテーマとした主催講座、協賛・後援事業を開催し、性別に関わりなく一人ひとり

が多様な生き方を追求できる力をつけるための学習・啓発を実施した。 

（１）実施状況 

１）市民協働企画 

事業名 市民企画委員会 テーマ｢転勤族｣ 

実施日等 2010/5/30,6/12,7/3,8/7,9/11,9/25,10/30  全7回 

対象 男女共同参画を推進する講座を企画･運営しようとする市民 

参加者 女性2人、男性1人 （申込み：女性2人、男性1人） 

 

２）ジェンダー問題学習 

事業名 共催事業「ＤＶ被害と自立～なぜ日本社会でＤＶ被害者の自立が大変なのか～」 

実施日等 2010/4/17(土) 13:30～16:30 

参加者 女性43人、男性7人（申込み：女性36人、男性5人） 

講師 報告：川畑真理子(すてっぷ)、出口裕子(豊中市男女共同参画推進課) 
パネリスト：長谷川京子(弁護士)、川畑真理子(すてっぷ)、ＤＶサバイバー 

内容 ＤＶ被害者の自立を難しくしている要因、自立を進めるために取り組むべき課題とと
支援のあり方などを考える。 

共催団体 日本ＤＶ防止・情報センター 

事業名 共催事業「お父さんのための子育て講座」(開催場所：すこやかプラザ) 

実施日等 2010/4/24,6/26,8/28,10/23,12/18,2011/2/26(土) 13:30～16:30 

参加者 女性214人、男性212人 

内容 赤ちゃんの入浴、着替えなどを体験することを通して父親が子育てに参加することと
の大切さを理解してもらい、父親の子育て参加を図る。 

共催団体 豊中市子育て支援課 



事業名 男女共同参画週間事業｢イクメンの楽しみ方｣ 

実施日等 第一部 2010/6/19(土)14:00～16:00   
第二部 2010/6/20(日)10:00～13:00、14:00～17:00  全2回 

参加者 ① 女性10人、男性15人 (申込み:女性15人,男性18人) 
②女性6人、男性9人 (申込み:女性6人,男性9人) 

第1部「パパが子どもと仲良くする１０の方法」 
イクメンを楽しむ方法の紹介 

小崎恭弘（神戸常磐大学短期大

学部幼児教育学科准教授） 

内容/講師 

第2部「手作りピッツアをつくろう」 
お父さんと子どもの料理教室 

笠井美代子 
（日本製粉パンづくり講師） 

事業名 協賛事業「ベビーマッサージ」 

実施日等 2010/7/10,9/11,11/13,2011/1/8,3/12(土) 13:30～14:30、15:00～16:30 

参加者 女性65人 男性65人 

内容 オイルを使ったマッサージを通して赤ちゃんと父親とのふれあいの場をつくる。 

主催団体 社団法人 大阪府助産師会池田支部 

事業名 医師といっしょに考える 楽しく生きるためのﾐﾄﾞﾙｴｲｼﾞからのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ 

実施日等 2010/10/24(土) 12:30～14:30 

参加者 女性14人、男性15人（申込み：女性5人、男性12人） 

内容/講師 男性更年期担当の医師の視点から、中高年の男女が
互いに助け合い楽しく生きるためのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟを考
えた。 

石蔵文信（大阪大学大学院医学
研究科准教授） 

事業名 津村記久子トークタイム 

実施日等 2010/10/25(日) 14:00～16:00  

参加者 女性54人、男性10人（申込み：女性60人、男性12人） 

内容/講師 ｢女性の悩み｣をキーワードに、女性の仕事、家庭、
人生を語り合う。 

津村記久子（芥川賞作家） 

事業名 協賛事業｢ポルノ規制はなぜ必要か｣ 

実施日等 2010/11/23 (日) 13:30～17:30   

参加者 70人 

内容 ポルノ被害の実態を知り、ポルノ規制の必要性について議論を深める。 

講師 
講師：森田成也（ポルノ・買春研究会） 
パネリスト：中里見博、金尻カズナ(ポルノ・買春研究会)、 
吉田容子(弁護士・人身売買禁止ネットワーク)、栗原洋子（性暴力を許さない女の会）

主催団体 性暴力を許さない女の会 

事業名 後援事業「児童虐待シンポジウム 子どもたちと明日をつくろう！～子ども虐待防
止・『発見』と『支援』」 

実施日等 2011/1/30(日) 13:00～17:00  

参加者 女性102人、男性21人 

内容 児童相談所、学校などでの取り組みを取り上げ、児童虐待対応のあり方を展望し、虐
待のない社会、子どもたちの未来をつくるためにすべきことを考える。 

講師 講師：才村純(関西学院大学人間福祉学部教授) 
シンポジスト：加藤治子(産婦人科医)、玉井邦夫(大正大学人間学部教授) 
渡井さゆり(ＮＰＯ法人社会的養護の当事者参加推進団体日向ぼっこ理事長) 

主催団体 ＮＰＯ法人ＣＡＰセンターＪＡＰＡＮ 

事業名 セルフディフェンス講座 

実施日等 2011/3/27(日) 13:30～16：30 

参加者 女性限定20人 （申込み：女性36人） 

内容/講師 
いざというときの「危険」から身を守る護身術の基
本を取得する。 

真田かよ(インパクト関西 公
認インストラクター) 



 

３）女性の技術・資格取得支援 

事業名 介護事務試験対策講座 

実施日 2010/4/4～5/16(日) 5/2除く 10:00～16:00 全6回 

参加者 女性34人、男性0人（申込み：女性43人、男性0人） 

講師 西上由香里(イング講師) 

事業名 社会保険労務士試験対策講座<後期> 

実施日 2010/4/10～8/7(土)13:00～17:00 全18回 

参加者 女性13人、男性3人（申込み：女性14人、男性3人） 

講師 山路妙子（大栄総合教育システム講師） 

事業名 簿記3級試験対策講座 

実施日 2010/7/2～11/5(金)19:00～21:00 全18回 

参加者 女性20人（申込み：女性21人 男性0人） 

講師 森康江（ECCビジネススクール講師） 

事業名 秘書検定3級試験対策講座 

実施日 2010/9/26～10/24(日) 10/24除く 10:00～16:00 全5回 

参加者 女性7人、男性0人（申込み：女性8人、男性0人） 

講師 上羽紗代（大栄総合教育システム講師） 

事業名 ファイナンシャルプランナー3級試験対策講座 

実施日等 2010/11/27～3/5(土) 13:00～17:00 全14回  

参加者 女性5人、男性1人(申込み：女性6人、男性1人) 

講師 佐々木葉子(ＥＣＣビジネススクール講師) 

事業名 ＴＯＥＩＣスコアアップ 

実施日 2011/1/17～3/7(月) 19:00～21:00 全8回  

参加者 女性20人 男性5人(申込み：女性24人 男性5人) 

講師 渡邉あをい(茅ヶ崎方式梅田校代表) 

 

 

 

 

 

４）女性の就労支援、自立支援 

事業名 共催事業 再就職応援セミナー はじめよう、わたしのキャリア！ 

実施日等 2010/6/15,22,29,7/6,13（火）10:00～12:00 

参加者 女性19人(申込み：女性20人） 

①わたしの生活設計 堀田三和 
（日本キャリアサポート協会） 

②わたしのマネープラン 植田佳代子 
（うえだライフマネジメントオフィス） 

② 職場のコミュニケーション 守帰朋子 
（フェミニストコーチング大阪) 

③ 面接のコツ 堀山可奈子 
(Hiyoshiマネジメントオフィス) 

内容/ 
講師 

④ キャリアシート作成 堀田三和 
（日本キャリアサポート協会） 

共催団体 豊中市地域就労支援センター 

 



事業名 共催事業 就労支援パソコン講座「仕事につながるワード＆エクセル」 

実施日等 2010/9/27～11/5 (月･木)19:00～21:00 全11回 

参加者 女性15人（申込み：女性40人） 

内容/講師 ワード、エクセルの基本を学ぶ 元木亜希子（㈱ヴェルジェム）ほか 

実施日等 2010/11/5(月) 19:00～21:00 全1回 

参加者 6人 

内容/講師 ワード、エクセル検定の案内 堀田三和（日本キャリアサポート協会） 

共催団体 社会福祉法人豊中市母子寡婦福祉会、豊中市地域就労支援センター 

事業名 共催事業「もう一度「働く私」になろう！」 

実施日等 ①2010/10/23 ②2011/1/20  13:30～16:00 

参加者 ①女性30人  ②女性35人 

①起業に成功した女性経営者の体験談を
通して、女性が起業することのやりがいから
課題まで考える。 

さわらぎ寛子(コピーライター) 
黒山敦美(ネイルスクール主宰) 
牧野由季（鍼灸師） 
沖中玲子（ＬｉｎｅＷｏｒｋｓ主宰） 

内容/講師 
②第一部「働く女性の先輩からのメッセー
ジ」では再就職に成功した女性が体験談を
語る。第二部「働く女性の先輩と語ろう」で
は自己紹介とグループディスカッション。 

山本愛(国際交流センター職員) 
石井淳子(吹田市職員) 
原之園亜紀(地域福祉ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 
川端敦子(営業職・銀行勤務) 

共催団体 豊中市地域雇用創造協議会 

事業名 共催事業 講座「エクセル検定講座」 

実施日等 2011/1/18～2/5 の火・金・土曜日 9:30～12:30 全8回 

参加者 20人 

講師 堀山加奈子 

内容 再就職に有利なエクセル検定対策 

共催団体 豊中市地域就労支援センター  

事業名 共催事業「とよジョブ！『生涯の顧客をつくろう』～お客様の心を掴む実践講座～」 

実施日等 2011/2/3  13:30～15:00 

参加者 25人 

講師 柿原まゆみ(ＨＡＴＡＳＨＩＤＡ－ＣＳ総研 副社長) 

内容 
ＣＳ（顧客満足度）を高め他社との差別化を図るために、お客様へのサービスの心構え、実
践方法、そして社員のやる気を引き出す職場環境づくりなどを考える。 

共催団体 豊中市地域雇用創出協議会（とよジョブ） 

事業名 後援事業「女性の就労支援セミナー」 

実施日等 2010/2/14(月) 9:00～15:00 

参加者 午前：女性30人  午後：女性１１人 

内容 
午前は面接で第一印象をアップする表情、姿勢、立ち振る舞いの実践。午後は就労の悩み
や、体験談を話し合い、社会復帰の第一歩をふみだす受講者参加のフリートーク。 

講師 上田恵子(スタジオアリュール主宰) 

主催団体 ＮＰＯ法人Ｅマム 

事業名 女性のための幸せ・安心マネー講座 

実施日等 2011/3/8,15,22  10:30～11:30 

参加者 各回女性20人（申込み：女性29人） 

【財産管理】 まずは今あるものを見直
し、マネープランを立てましょう 

野村證券 豊中支店  
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ課 下村 満美子 

【年金】公的年金だけで大丈夫？ 
野村證券 豊中支店  
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ課 西原 美保 

内容/ 
講師 

【資産運用】自分にあった運用方法を考
えましょう 

野村證券 豊中支店 
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ課 竹下 麻衣 



事業名 調査研究事業中間報告会 ＆ わたし流ワークライフバランス実現方法！ 

実施日等 2011/3/19(土) 

参加者 女性30人 男性0人（申込み：女性32人 男性0人） 

内容 
女性の労働に関する調査研究事業の中間報告会を兼ねて、ワーク・ライフ・バランス
啓発講座を実施。自分らしい生き方のための仕事と生活の調和について考える。 

講師 滋野由紀子（大阪市立大学大学院経済学研究科 教授） 

事業名 共催事業 働く女性のアサーティブトレーニング 

実施日等 2011/3/19（土）10:00～17:00 

参加者 女性24人 

講師 沢部ひとみ(アサーティブネス・トレーナー) 

内容 
自分も相手も大切にするアサーティブを学びながら、職場や家庭でのコミュニケーシ
ョン方法を考える。 

共催団体 ＮＰＯ法人ＺＵＴＴＯ 

５）文化の創造表現 

表現講座 

事業名 すてっぷシネマ 

実施日/上映作品 ＜1＞2010/8/1(日)  ①10:30～②13:30～   マイ・シスターズ・キッズ 
＜2＞2011/1/16(日) ①14:00～           亀も空を飛ぶ 
                       （後援：国際交流センター）  
＜3＞2011/3/28(日)  ①10:00～       バクダッド・カフェ 

②12:15～       わらびのこう～蕨野行～ 
③14:45～       ヤァヤァシスターズの聖なる秘密 

参加者 ＜1＞①女性11人、男性3人(申込み:女性11人、男性4名) 
②女性8人、男性5人(申込み:女性8人、男性5名) 

＜2＞①女性16人、男性3人(申込み:女性22人、男性3名) 
＜3＞①女性26人、男性4人(申込み:女性30人、男性5名) 

②女性17人、男性2人(申込み:女性22人、男性3名) 
 ③女性16人、男性2人(申込み:女性20人、男性3名) 

事業名 絵本『ママとパパとぼくとわたし』発行･販売 

内容 2001年度に実施した｢男女共同参画社会実現のための絵本ｺﾝﾃｽﾄ｣すてっぷ賞受賞作品
を絵本として発行し､全国に向け販売        （2010年度販売数：3冊） 

事業名 協賛事業 とっとこおはなし会 

実施日 
2010/4/5,19,5/10,17,6/7,21,7/5,26,8/2,16,9/6,27,10/4,18,11/1,15,12/6,20 
1/10,17,2/7,21,3/7,28  11:00～11:30 

内容 絵本の読み聞かせや手遊び 

協賛団体 すてっぷ登録団体 とっとこ 

事業名 協賛事業 童謡・唱歌・抒情歌を歌いましょうⅧ 

実施日 2010/6/11 13:00～16:00 

協賛団体 豊中市婦人団体連絡協議会 

 

 

 

 



６）心とからだ･性の健康関連 

心とからだの健康講座 

事業名 共催事業 女と健康フェスティバル 

実施日等 2010/6/27(日) 10:30～16：00 

参加者 女性101人、男性5人 

講師 
講師：エリザベス・ミラー(性暴力と10代のデートＤＶに関する専門家・小児科医)
パネリスト：エリザベス・ミラー、加藤治子(性暴力救援センター・産婦人科医)、
  高見陽子(ウイメンズセンター大阪)、雲川智子(大阪府男女共同参画・ＮＰＯ課)

内容 
女性への暴力に対する支援のあり方をメインテーマに、4月に発足した日本初の機関
「性暴力救援センター・大阪」の活動について考える。 

共催団体 ウイメンズセンター大阪 

事業名 つぼみスクール＠とよなか 思春期＆成長期の女の子の下着の選び方 

実施日等 2010/7/27 (火) 10:00～12:20   

参加者 女性限定 大人9人 子ども10人(申込み:19人) 

講師 今里教子（株式会社ワコール社員） 

内容 成長期の女の子と保護者を対象に、からだの成長や下着の選び方などを学ぶ。 

事業名 ナチュラルエイジング パート１「3年後のあなたへ」 

実施日等 2010/9/18(土) 10:00～12：00  

参加者 22人 

講師 長井聡里（医師） 

内容 
美しく年齢を重ねるナチュラルエイジングをテーマに、最近の抗加齢医学、サプリメ
ント、シワの正体などを、加齢を研究している女性医師と一緒に考える。 

事業名 ナチュラルエイジング パート２「オンナの峠をどう越える？」 

実施日等 2010/11/27(土) 10:00～12：00  

参加者 7人 

講師 長井聡里（医師） 

内容 
女性の更年期をテーマに、食生活、エイジング、ストレス解消法など、受講者が女性
医師と一緒に語り合うグループ相談会。 

事業名 ナチュラルエイジング パート３「ナチュラルエイジングの極意」 

実施日等 2011/2/19(土) 10:00～12：00 

参加者 10人 

講師 長井聡里（医師） 

内容 
シリーズラストのまとめとして、医師が提案するナチュラルエイジングの極意をグル
ープ相談会として語り合う。 

 

７）地域啓発 

事業名 市民企画講座 もうかる「転勤塾」 

実施日等 第一部 2010/11/21(日)10:00～12:00   
第二部 2010/11/27(土)13:00～15:00  全2回 

参加者 ①女性11人、男性5名(申込み:女性13人,男性4人) ②女性15人(申込み:女性9人)  

第1部「豊中暮らしええとこの巻」 
北摂・豊中という地域の特徴を紹介し、地域で暮ら
す人と人とのコミュニケーションの大切さを考える。

江弘毅（雑誌「ミーツリージョ

ナル」元編集長） 

内容/講師 

第2部「転勤 井戸端会議の巻」 
転勤で豊中暮らしをはじめた人と、転勤族グループ
がテーマを設けて語り合うグループトーク。 

グループディスカッション 
ファシリテーター「転勤族の妻た
たち」（宝塚市、西宮市で活動）



事業名 館長出張講座  

実施日等 2010/11/27(土) 10:00～11:45 

内容/講師/会場 力を抜いて生きよう！会社人間から生活人間へ 中村彰（すてっぷ館長） 
あかし男女共同参画センター 
(明石市) 

実施日等 2010/12/18(土) 10:00～12:00 

内容/講師/会場 豊かな人生を築くコツ 
～いい関係を築くためのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟをつくるには～

中村彰（すてっぷ館長） 
奥坂コミュニティセンター 
(高槻市) 

実施日等 2011/1/22(土) 13:00～15:00 

内容/講師/会場 男性のためのパワーアップ講座 
～男らしさから自分らしさへ～ 

中村彰（すてっぷ館長） 
加古川市男女共同参画センター

 

８）アウトリーチ 

事業名 施設見学・視察・研修活動の受入  

実施月/団体等 2010年6月  豊中市立第五中学校・職業体験学習 
2010年11月 ＥＳＤとよなか団体・施設見学 
2011年2月 茨木市男女共生センターローズWAM･施設見学、交流会 

 

（２）成果と課題 

2010年度の学習・啓発事業は①女性の就労支援事業の充実、②ＤＶ被害者支援、③関連機関・市民

団体・市民との連携④すてっぷの周知に重点を置き、事業を行ってきた。 

＜ジェンダー問題学習について＞ 

ＤＶ被害者支援については、日本ＤＶ防止・情報センターとの共催で講座「ＤＶ被害と自立」を開

催し、ＤＶ防止について多角的に考えた。いざというときの｢危険｣から身を守る「セルフ･ディフェ

ンス講座」は定員を超える申し込みがありこの分野への関心の高さを実証した。今まであまり参加の

なかった10歳代、20歳代の参加もあり、若い年齢層へすてっぷを周知することができた。2011年度も

セルフ･ディフェンス講座は、改良を加え継続していく。  

芥川賞作家・津村記久子によるトークは、女性がかかえる悩みを語り合う場となり「自分だけでは

ない」という連帯感も生まれた。作家というエネルギッシュな人から元気をもらい、互いの悩みを語

り合うことが解決の糸口になる場合もあるので、このような参加型の講座を増やしていきたい。 

男性対象講座としては「男性の育児」「男性の更年期」などのテーマを取り上げ、男性の育児家事

参加の大切さ、中高年の男性の生き方などを考えた。2011年度も男性が直面する問題や年代ごとにタ

ーゲットを絞ったテーマを取り上げ、男性の参加を呼びかける講座を実施していく。 

市民団体、関連団体と連携した協賛、後援事業を実施することで、「児童虐待防止」「ポルノ規制の

必要性」など男女共同参画に関する幅広いテーマの講座を実施することができた。 

＜女性の技術・資格取得支援について＞ 

 女性が就職にいかすことができ、スキルアップを図る技術・資格取得講座を実施した。講座により

参加者数のばらつきがあり、どの資格が就職に有利なのか、今求められているスキルは何なのか、他

の専門学校の動向などの市場調査も行い講座を選定していく必要がある。アンケートなどを参考に講

師との講座内容を熟考するとともに、受講生の受験結果なども追跡調査し広報に活用する。目標は「す



てっぷの講座は資格取得、スキルアップに役立つ」というイメージが定着するようなレベルの講座を

継続できることである。 

＜女性の就労支援、自立支援について＞ 

関連団体と連携し、講座を実施することで、互いのノウハウを有効にいかすことができた。 

豊中市地域就労支援センターと共催で再就職応援セミナーを開催し、就職活動のノウハウと働き方

を自分で計画するための情報を提供した。追跡調査を行った結果、「今すぐ就職」というよりも「い

ずれ就職」という層が多い。この「いずれ就職」という層に、女性が働くことの意義を伝えることで、

就労へと結び付けていく必要がある。 

豊中市地域就労支援センター、豊中母子寡婦福祉会との共催で「仕事につながるワード＆エクセル」

を母子家庭等の女性を対象に無料で実施し、就労支援とスキルアップに取り組んだ。豊中母子寡婦福

祉会よりダイレクトに母子家庭へ広報したこともあり、定員の約2倍の応募があった。スキルアップ

をめざす有職者が大半を占めた。最終回は｢エクセル・ワード｣検定対策講座で資格取得へとつなげた。

講座終了後、コミュニティカフェkittoで交流会を開催し、一時保育を利用した母親同士の友達の輪

も生まれるなど親睦を深めることもできた。2011年度はマイクロソフト助成金事業「経済的に困難な

状況にある女性のためのパソコン講座事業」によりこの実績をいかしていく。 

男女共同参画推進にとって大きな課題の一つである中小企業経営者への啓発には、2011年度もワー

ク・ライフ・バランス講座などを通して取り組んでいく。 

｢女性のための幸せ・安心マネー講座｣も申込者が定員をオーバーした人気講座であった。老後の資

金繰り、年金などは誰もが避けて通れない問題である。2011年度もこのテーマを発展させたかたちの

講座を実施し、老後の自己実現について考えていく。 

＜文化の創造表現、心とからだ・性の健康関連、地域啓発など＞ 

「すてっぷシネマ」は、すてっぷに来館してもらうことを目的とした入り口的な企画でもある。「女

性の生き方」などのテーマを設け秀作をそろえたが、残念ながら参加者は多いとはいえなかった。作

品のクオリティをアピールするとともに、韓国語講座参加者対象とした韓国の女性映画などターゲッ

トを絞った作品選定も考えていく。 

下着の選び方を通してからだの成長を考えた｢つぼみスクール＠とよなか」では小学生、中学生と

その保護者の参加という、すてっぷには少なかった年代層に参加してもらうことができた。月経に関

するビデオ上映、ウイメンズセンター大阪の資料配布など、幅広い情報を提供した。2011年度も近隣

の小中学校にチラシ配布を依頼し、この年代の更なる参加を募る。思春期のからだについて考えるこ

とを通して、自立した女性への成長を多方面からサポートしていく。 

 市民企画講座は、講座の企画、運営を通して市民のエンパワーメントをめざした。「転勤族」をテ

ーマによりよい地域づくりのためには市民の地域活動への参加が必要であるという視点から豊中の

魅力をさぐり「市民活動ネットきずな」による市民活動参加への呼びかけも行った。多様な意見を持

った市民の積極的な意見交換から優れた企画は生まれるので、市民企画委員を増やすことも課題であ

る。この講座の成果としては、講座の参加者から自主グループが生まれ新たな市民活動へとつながっ

たこと、企画委員が講座をやり遂げたことで自信と実績となったことがあげられる。 



５．自主事業の展開                           

 学習･啓発事業費 （自主）6,291,190 円  

（１）実施状況 

事業名 ハングル講座 ①入門②初級③中級 

実施日等 
2010/4/10～6/12(土)①10:00～12:00 ②14:00～16:00 ③18:00～20:00 
各全10回 

参加者 
① 女性24人（申込み：女性41人）②女性17人（申込み：女性18人） 
③ 女性17人（申込み：女性17人） 

講師 康南姫（ハングルセンター講師） 

事業名 アロマテラピー入門講座 

実施日等 2010/4/16～5/21(金) 19:00～20:30 全5回 

参加者 女性28人 （申込み：女性52人） 

講師 田中由美（ＡＥＡＪ認定アロマテラピーインストラクター） 

事業名 カラーコーディネート入門講座 

実施日等 2010/5/11～2010/6/8(火) 10:30～12:00 全5回 

参加者 女性25人（申込み：女性54人） 

講師 宮村ミエコ（オフィスalice Gallery講師） 

事業名 ベリーダンス講座  

実施日 2010/5/28～2010/6/25(金) 19:00～20:30  5回  

参加者 女性29人（申込み：女性87人）  

講師 萬治里美（Satomi Oriental Dance Studio講師） 

事業名 調剤事務管理士検定試験対策講座 

実施日 2010/5/23～7/11(日) 13:00～17:00 全7回 

参加者 女性31人 男性2人（申込み：女性34人 男性2人） 

講師 福崎幸子（㈱日本医療事務センター講師） 

事業名 ビジネス英語講座 

実施日等 2010/8/24～10/26（火）19:00～21:00 全10回 

参加者 女性15人、男性10人（申込み：女性１8人 男性10人） 

講師 常見仁美（茅ヶ崎方式梅田校講師） 

事業名     ハングル講座 ①入門②初級③中級            

実施日等 
2010/10/2～12/11(土)①10:00～12:00 ②14:00～16:00 ③18:00～20:00 

各全10回 

参加者 
① 女性19人、男性2人(申込み：女性25人、男性2人） 
②女性21人、男性１人（申込み：女性26人、男性１人） 
③女性22人（申込み：女性23人） 

講師 康南姫（ハングルセンター講師） 

事業名 やさしいフラメンコエクササイズ～キレイな姿勢でカラダすっきり！ 

実施日 2010/10/26～11/30(火) 10:30～12:00 全5回  

参加者 女性35人(申込み:女性38人) 

講師 大重美幸（フェリアフラメンカ・フラメンコ舞踊家） 

事業名 トラベル英語講座 

実施日 2010/11/21～12/19(日) 13:00～15:00 全5回 

参加者 女性22人、男性3人（申込み：女性3１人 男性4人） 

講師 渡邉あをい（茅ヶ崎方式梅田校代表） 

事業名 経理実務入門講座 

実施日 2010/11/28～12/19(日) 13:00～17:00 全4回 

参加者 女性20人（申込み：女性23人） 

講師 山口真奈美(大栄総合教育システム講師) 



事業名 食育「ママ・パパが楽しく作る！我が家のおいしい“おうちごはんレシピ”」  

実施日 2010/11/20(土)   11:00～13:30 

参加者 女性6人 男性6人（申込み：女性6人 男性6人） 

講師 塩路けい子(プランニングハーモニー主宰) 

事業名 食育「シングルライフの味方、健康志向でおいしい“ひとりごはんレシピ”」 

実施日 2010/12/4(土)   11:00～13:30 

参加者 女性4人 男性2人（申込み：女性7人 男性2人） 

講師 塩路けい子(プランニングハーモニー主宰) 

事業名 食育「クリスマス“親子でスイーツづくり”」 

実施日 2010/12/18(土)   11:00～14:00 

参加者 女性16人 男性4人 子ども20人（申込み：女性34人 男性8人 子ども42人） 

講師 笠井美代子(日本製粉パン講師) 

事業名 ベリーダンス講座  

実施日 2011/1/18～2/15(火) 10:30～12:00 5回  

参加者 女性29人（申込み：女性37人） 

講師 萬治里美（Satomi Oriental Dance Studio講師） 

事業名 社会保険労務事務入門講座 

実施日 2011/1/30～2/27(日) 13:00～17:00 全5回 

参加者 女性32人 男性5人(申込み：女性41人 男性5人) 

講師 山路妙子(大栄総合教育システム講師) 

事業名 リズムウォーキング 

実施日 2011/2/18～3/18(土) 10:00～12:00 全5回 

参加者 女性21人(申込み:女性22人) 

講師 小島まり子(すてっぷ登録団体) 

事業名 食育「親子でスイーツづくり」 

実施日等 2011/2/26(木)  11:00～14:00 

参加者 女性15人 男性1人 子ども16人(申込み：女性18人 男性1人 子ども19人) 

講師 笠井美代子(日本製粉パン講師) 

 

 

 

 



事業名 すてっぷパソコン教室 

2010/4/8～4/22(木) 10:00～12:00 全3回 ﾊﾟｿｺﾝの基礎知識(午前ｺｰｽ) 女 16 人 男性 0人 

2010/4/8～4/22(木) 14:00～16:00 全3回 ﾊﾟｿｺﾝの基礎知識(午後ｺｰｽ) 女性 12人 男性 3人

2010/5/13～6/10(木) 10:00～12:00 全5回 ワード基礎（午前ｺｰｽ） 女性 17 人男性 1人

2010/5/13～6/10(木) 14:00～16:00 全5回 ワード基礎（午後ｺｰｽ） 女性 13 人 男性 1人

実 施 日 /
内 容 / 参
加者 

2010/5/13～6/10(木) 19:00～21:00 全5回 ワード基礎（夜間ｺｰｽ） 女性 8人 男性 1人

2010/5/14,21（日） 10:00～15:00 全2回 パワーポイント（週末ｺｰｽ） 女性 7人 男性 1人

2010/6/6,13（日） 10:00～15:00 全2回 楽しもうﾃﾞｼﾞｶﾒﾗｲﾌ(週末ｺｰｽ) 女性 7人 男性 0人

2010/6/17～7/8(木) 10:00～12:00 全4回 ワード活用（午前ｺｰｽ） 女性 6人 男性 0人

2010/6/17～7/8(木) 14:00～16:00 全4回 ワード活用（午後ｺｰｽ） 女性７人 男性 0人

2010/6/17～7/8(木) 19:00～21:00 全4回 ワード活用（夜間ｺｰｽ） 女性 9人 男性 0人

2010/7/11,18（日） 10:00～15:00 全2回 ワード実用 女性 6人 男性 0人

2010/7/15～8/12(木) 10:00～12:00 全5回 エクセル基礎(午前ｺｰｽ) 女性 8人 男性 0人 

2010/7/15～8/12(木) 14:00～16:00 全5回 エクセル基礎(午後ｺｰｽ) 女性 11 人 男性 0人

2010/7/15～8/12(木) 19:00～21:00 全5回 エクセル基礎(夜間ｺｰｽ) 女性 10 人 男性 0人

 

2010/8/26～9/16(木) 14:00～16:00 全4回 エクセル活用(午後ｺｰｽ) 女性 9人 男性 0人 

 2010/8/26～9/16(木) 19:00～21:00 全4回 エクセル活用(夜間ｺｰｽ) 女性 8人 男性 0人

 2010/9/26、10/3(木) 10:00～15:00 全2回 エクセル実用(週末ｺｰｽ) 女性 9人 男性 1人

2010/10/7～10/2１(木) 10:00～12:00 全3回 ﾊﾟｿｺﾝの基礎知識(午前ｺｰｽ) 女性 8人 男性 3人 

2010/10/7～10/2１(木) 14:00～16:00 全3回 ﾊﾟｿｺﾝの基礎知識(午後ｺｰｽ) 女性 5人 男性 6人 

2010/10/10、17(日) 10:00～15:00 全2回 パワーポイント入門 女性 7人 男性 4人 
 

2010/10/31(日) 10:00～15:00 全1回 ﾊﾟｿｺﾝの基礎知識 (週末ｺｰｽ) 女性 7人 男性 3人 

 2010/11/4～12/2（木） 10:00～12:00 全5回 ﾜｰﾄﾞ基礎･10時間（午前ｺｰｽ） 女性 13 人 男性 3人

 2010/11/4～12/2（木） 14:00～16:00 全5回 ﾜｰﾄﾞ基礎･10時間（午後ｺｰｽ） 女性 8人 男性 2人

 2010/11/21（日） 10:00～16:00 全1回 ﾜｰﾄﾞで年賀状づくり（週末ｺｰｽ） 女性 7人 男性 1人

2010/12/9～1/13(木) 10:00～12:00 全4回 ﾜｰﾄﾞで作品作り(午前ｺｰｽ) 女性 11 人 男性 2人

2010/12/9～1/13(木) 14:00～16:00 全4回 ﾜｰﾄﾞで作品作り(午後ｺｰｽ) 女性 9人 男性 0人 

2010/12/9～1/13(木) 19:00～21:00 全4回 ﾜｰﾄﾞで作品作り(夜間ｺｰｽ) 女性 6人 男性 0人 
 

2011/1/16,23(日) 10:00～15:00 全2回 ﾜｰﾄﾞの達人(週末ｺｰｽ) 女性 10 人 男性 2人

 2011/1/20～2/10(木) 10:00～12:00 全4回 ｴｸｾﾙ基礎･10時間（午前ｺｰｽ） 女性 17 人 男性 1人

 2011/1/20～2/10(木) 13:00～15:00 全4回 ｴｸｾﾙ基礎･10時間（午後ｺｰｽ） 女性 16 人 男性 0人

 2011/1/20～2/10(木) 19:00～21:00 全4回 ｴｸｾﾙ基礎･10時間（夜間ｺｰｽ） 女性 14 人 男性 0人

 2011/2/6,13（日） 10:00～15:00 全2回 パワーポイント入門 女性 7人 男性 2人

2011/2/17～3/17(木) 10:00～12:00 全5回 ｴｸｾﾙ活用(午前ｺｰｽ) 女性 10 人 男性 0人

2011/2/17～3/17(木) 14:00～16:00 全5回 ｴｸｾﾙ活用(午後ｺｰｽ) 女性 8人 男性 0人

2011/2/17～3/17(木) 19:00～21:00 全5回 ｴｸｾﾙ活用(夜間ｺｰｽ) 女性 11 人 男性 0人
 

2010/3/20,27(日) 10:00～15:00 全2回 ｴｸｾﾙ実用(週末ｺｰｽ) 女性 9人 男性 0人

合計   36  合計 382 人 



 

（２）成果と課題 

男女共同参画の推進をめざし、女性の就労を支援し、エンパワーメントを図り、健康を支援する自

主事業を実施した。これはすてっぷの事業を活性化し発展させること、自主財源を確保することにも

つながっている。講座の開始時に「すてっぷは男女共同参画社会の実現をめざす施設」であることを

紹介し、各講座の意義と事業をアピールした。 

具体的には「女性の就労支援」「健康支援」をテーマに、資格取得講座、パソコン講座、体操系を

開講した。男女共同参画を啓発する講座としては「食育」をテーマに料理教室を開講した。 

パソコン講座については、ノートパソコンをリースし、午前、午後、夜間、週末と時間帯、曜日を

選べるようにし、基礎から応用までステップアップするカリキュラムとした。現在DVD、CDを使用し

た自習講座が主流となるなか、すてっぷは「人対人」にこだわり講師による講義とサブ講師による丁

寧な指導を行ってきた。講師の指導への評価が高く、継続参加者も多かった。また、ハングル、英会

話などもステップアップできるカリキュラムを組み、継続的な参加につなげた。親しみやすい体操系、

料理教室においては申込みが定員オーバーするなど人気講座となり、新しい層に参加してもらうこと

ができた。また、講座ごとにアンケートを複数回行い、その内容を講師とともに検証し参加者の意見

をいかす運営を心がけた。各講座ともアンケートでは｢内容に満足｣という回答が多いが、｢自分のレ

ベルにあわない｣という回答もあった。参加者のニーズにそった講座案内と講座レベルの調整が必要

である。 

参加者を募る広報活動はミニコミ紙に折込チラシを封入し、豊中エリアから阪急石橋駅周辺へも配

布した。折込チラシを見ての講座申込みも多くあり、効果が認められるので、今後も利用していく。

チラシを豊中市関連の庁内便に加え、近隣の企業、個人宅へのポスティングなど、広く配布した。子

ども対象の講座では、近隣の小学校、幼稚園などにチラシ配布(家庭便)を依頼した。チラシ配布も近

隣の教育機関、企業と接点を持つきっかけの一つとしていく。 

 ここ数年、男女共同参画推進センター共通の問題として「参加者の減少」があげられる。参加者を

増やすことは男女共同参画というテーマへの共鳴を増やすためにも大きな課題である。男女共同参画

の視点を踏まえたうえで、社会情勢、他の専門学校の動向などの市場調査を徹底し、市民のニーズに

応じた講座を企画していく。ターゲットを明確にした講座企画に努め、きめ細かな広報活動を実施し

ていく。参加者の増加は、自主財源の確保ばかりでなく、すてっぷの活性化、すてっぷの周知へとつ

ながるので、財団の全事業の課題としてよりよい手段を検討する。 

 


